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1.(1) 調査の役割

研究開発

設計

製造前

出荷前

侵害警告

発明創出

特許出願前
（新規性）調査

技術動向調査

他社権利調査

公知例調査
（権利状況調査）

研究開発のテーマ設定

重複した研究開発の防止

他社の特許侵害の回避

→ライセンス

→無効審判

他社の特許権の無効化最適な権利の獲得
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1.(1) 調査の役割

主な調査公報 主な調査対象 調査の観点

技術動向調査 公開特許公報 詳細な説明 同業他社がどのような技術
開発をしているか

他社権利調査

（自社製品A+B+C）

特許公報 クレーム 自社製品が他人の権利を侵
害していないか（A,B,Cの
組合せがないか）

公知例調査

（他人の権利A+B+C）

公開特許公報 詳細な説明 他人の権利を無効化する資
料がないか（A+B+Cの新規
性・進歩性を否定できる資
料がないか）

特許出願前調査 公開特許公報 詳細な説明 出願する発明が既に公知に
なっていないか
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FI ドット 説明 補足説明 関連分野 テーマコード
マウスに関するXY座標と左右ク

リック以外の次元の入力要素。

例：スクロールホイール、中央

ボタン、Z軸方向の入力、トラッ

クボールを有するマウス

スクロールホイールの回転機構に特
徴のあるものは、G06F3/0362,461を
併せて付与する。

※FIハンドブックの記載より引用。

・G06F3/0354,442 6 マウス：多次元入力のため

の付加的要素，例．ホイー

ル，デジタイザまたは２個

のボールによるマウス回転

検出機構

5B087

1.(2) IPC・FI・Fタームの利点

例：スクロールホイール付きのマウスについて調査したい

[テキスト検索]
○「マウス」で検索 → ねずみや「マウスピース」がヒット
○「入力装置」で検索 → 他の入力装置もヒット

[IPC・FI・Fターム]
○分類(G06F3/0354,442)で検索 → 検索漏れやノイズが少ない
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1.(2) IPC・FI・Fタームの利点

IPC・FI・Fタームを用いた検索 テキストを用いた検索

長所 ①検索漏れやノイズが少ない

②古い文献も検索できる

③テキストでは表現が困難な技
術が検索できる（形状、構造、
位置関係など）

①単語を入力するだけで簡単

②最新の技術用語で検索できる

③技術用語が特殊な場合は効率よく検
索できる（例：人工多能性幹細胞、
iPS細胞）

④出願人、発明者の検索ができる

短所 ①分類体系を理解する必要があ
る

②最新の技術については分類が
整備されていないことがある

①ノイズや検索漏れが多い

②古い文献は検索できない

③構造、形状等の技術は検索しづらい

④同義語等の展開に技術を要する
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1.(3) 本講義の目的

○IPC、FI、Fタームの構造、関係、運用のご説明

○調査する対象技術に関するIPC、FI、Fタームを
特定する方法のご紹介

IPC・FI・Fタームを、テキスト検索との違いを活かして
先行技術文献調査に利用する
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2.(1) IPCの構成

◆International Patent Classification
◆国際特許分類

◆外国語特許文献の利用時に有用
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◆分類項目と階層構造

◆「注」と「参照」

◆タイトルの表現とその分類範囲

◆インデキシングコード

2.(1) IPCの構成
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セクション→メイングループの細分化

10

◼ （セクション）
A: 生活必需品

◼ （サブセクション）
農業

◼ （クラス）
A01: 農業;林業;畜産;
狩猟;捕獲;漁業

◼ （サブクラス）
A01B: 農業または林業における土作業;農業
機械または器具の部品、細部または付属品一般

◼ （メイングループ）
1/00: 手作業具（芝生の縁切り取り具A01G3/06）

附属具

特許庁



メイングループ→サブグループの細分化

（メイングループ）
1/00 手作業（芝生の縁切り取

り具 Ａ01Ｇ 3/06）
（サブグループ）

1/02 ・ 鋤；ショベル
1/04 ・ ・ 歯を有するもの
1/06 ・ ホー；手持ちカルチベ

ーター
1/08 ・ ・ １枚刃を有するもの
1/10 ・ ・ ２枚刃またはそれ以

上の刃を有するもの
1/12 ・ ・ 歯を有する刃を有す

るもの
1/14 ・ ・ 歯のみを有するもの
1/16 ・ 雑草引抜き具
1/18 ・ ・ 火ばさみ状の道具
1/20 ・ ……

 1/22 ・……
 ：…………………………

（メイングループ） （サブグル－プ）

1/16

1/20

1/02
1/06

1/00
1/04

1/18

1/08

1/10

1/12

1/14

1/22
ドット「・」の数が階層構造を表している。

11特許庁



セクションとサブセクション

セクション サブセクション

A 生活必需品

農業
食料品，たばこ
個人用品または家庭用品
健康；人命救助；娯楽

B 処理操作；運輸

分離；混合
成形
印刷
運輸
マイクロ構造技術；ナノ技術

C 化学；冶金
化学
冶金
コンビナトリアル技術

D 繊維；紙
繊維または他に分類されない可とう性材料
紙

E 固定構造物
建造物
地中もしくは岩石の削孔；採鉱

F 機械工学；
照明；加熱；
武器；爆破

機関またはポンプ
工学一般
武器；爆破

G 物理学

H 電気 12特許庁



各階層のタイトルとその分類範囲

◼サブクラス
◆A47D  子供に特に適合する家具

◼グループ
◆A47D 1/00 子供用いす

◆A47D 1/02 ・折りたたみいす
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上位グループと下位グループの分類範囲

◼上位グループの分類事項
◆未展開事項

◆一般的事項

◼下位グループの分類事項
◆特定事項の抜き出し
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上位グループと下位グループの分類範囲

3/02
ハットの形の
保持具

3/04
婦人用ハットの

仕立台

3/06
ハットの寸法を
測る装置

A42C 3/00
仕上ったハットの形または寸法を変えるための装置

A42C 頭を覆うものの製造あるいは仕立，例．ハット
3/00 グループＡ４２Ｃ１／００に分類されないハット製造のための，

例．ワイヤーでハットの枠を作るための，装置
（麦わら帽の縫成機Ｄ０５Ｂ；ハットのつばの縫成機Ｄ０５Ｂ）；
仕上ったハットの形または寸法を変えるための装置

3/02 ・ ハットの形の保持具
3/04   ・ 婦人用ハットの仕立台
3/06   ・ ハットの寸法を測る装置
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タイトル中の「注」

◼分類範囲の説明、分類付与の仕方などを指示

◼用語の定義について指示

◼分類箇所を選択するためのルール

（ラストプレイス優先ルールなど）を指示
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「参照」

限定参照

◼分類範囲の限定
◼例

A47G 21/00 食卓用器具（パンくず入れＡ４７Ｌ１３／５２;テーブルナイフＢ２６Ｂ）

◼優先
◼例

H01Q   7/00 ループのまわりに均一な電流分布をもちかつループ面と直角な面内に

指向特性を持ったループアンテナ

7/02 ・折りたたみできるアンテナ；伸縮自在アンテナ

7/04 ・遮へいされたアンテナ（Ｈ０１Ｑ７／０２，Ｈ０１Ｑ７／０６が優先）

7/06 ・強磁性体材料のコアをもつもの（Ｈ０１Ｑ７／０２が優先）
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インデキシングコード

◼分類記号に含まれる技術情報の要素を特定
◼例1) 組成物の付加的成分を示す。

◼例2) 化合物を構成する基を示す。

◼例3) 方法の要素を特定する。

◼インデキシングコードの表記
◼サブクラス＋数字＋斜線＋数字 （分類記号と同一）

例 B29K 9/00

◼どの分類記号と関連しているかは各インデキシング系列の前の注、

タイトル又は見出しにより示される

例 B29Kのタイトル「サブクラスＢ２９Ｂ，Ｂ２９ＣまたはＢ２９Ｄに関連する

成形材料、あるいは補強材，充填材，予備成形部品（たとえば挿入物）用の

材料についてのインデキシング系列［４］」

◼FIにおけるインデキシングコードは「/」の代わりに「：」が用いられる
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インデキシングコードの例

◼関連する分類記号とは別の観点から展開

◼例：
◼ 「天然ゴム（B29K7/00）の材料から、歯車（B29L15/00）を

      圧縮成形（B29C43/00）により製造する方法」

B29C43/00 …… 圧縮成形 (成形手段)
B29K 7/00 …… 天然ゴム (成形材料)

B29L15/00 …… 歯 車 (特定物品)
インデキシング

コード

19特許庁



20

IPCの概要
(1) IPCの構成

(2) 分類すべき事項又はインデックスすべき事項

(3) IPCの表記方法

はじめに
(1) 調査の役割

(2) IPC・FI・Fタームの利点

(3) 本講義の目的

1

2

FIの概要3

Fタームの概要4

FI、Fタームを用いた

先行技術文献調査例
(1) FI、Fタームの照会

(2) FIの照会例

(3) 特許分類検索による検索方法（FI、Fターム共通）

(4) FIを利用した検索例

(5) Fタームを利用した検索例

(6) FIとFタームを併用する検索例1

(7) FIとFタームを併用する検索例2

(8) 検索式の作成例

～特許請求の範囲を分節して検索式を立てる～

(9) (参考)CPCを用いた検索例

5

APPENDIX6

特許庁



2.(2) 分類すべき事項またはインデックスすべき事項

◆発明情報と付加情報

◆発明の技術主題の分類
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発明情報と付加情報

◼発明情報
◼従来技術への付加を表す特許文献全体（例えば、明細書、図面、

請求範囲）の中にある技術情報

◼特許請求の範囲を指針として用い、従来技術と照らし合わせて決定

◼付加情報
◼それ自体は従来技術への付加を示していないがサーチャーに有用な

情報を構成すると考えられる重要な技術情報

◼発明情報を補足する
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発明の技術主題の分類

◼構成要素に分解せず、できるだけ全体として分類

◼細部が新規かつ非自明であれば、細部にも分類

例：

板バネを車両懸架装置へ組み込むことに特徴を有する場合、
より大きな系である車両懸架装置の分類(B60G)を付与する。
このとき、板バネ自体にも特徴があり、それが新規かつ非自
明である場合は、板バネを分類する箇所(F16F1/18)にも分類
を付与する。
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2.(3) IPCの表記方法

G01B 12/345 (2006.01)
 G02C  9/87  (2007.01)
 G01B 67/89  (2007.10)
 G01B 12/456 (2006.01)
 G01B 34/56  (2008.04)

付加情報

発明情報
※太字表示
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公報上の表記（IPC第8版（2006））
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公報上の表記（参考：IPC第7版以前）

JP  2004-000000 A 2004.1.1

(19)日本国特許庁(JP) (12)公 開 特 許 公 報(A) 特許出願公開番号

特開2004-000000
(P2004-000000A)

(43)公開日平成16年1月1日(2004.1.1)

(51)Int.Cl.   ＦＩ テーマコード（参考）

Ｇ０１Ｂ 12/345 Ｇ０１Ｂ 12/34    １０１ ２Ｅ１１０

Ｇ０２Ｃ Ｇ０２Ｃ 9/87 ＺＮＡ ３Ｂ００５

Ｇ０１Ｂ 67/89 Ｇ０１Ｂ 67/89   Ｚ

Ｇ０１Ｂ Ｇ０１Ｂ 12/456   Ｕ

Ｇ０１Ｂ Ｇ０１Ｂ 34:56

審査請求 有 請求項の数 2  ＯＬ（全 8 頁） 最終頁に続く

9/87

12/456 

34/56 

Ｂ

//

7

(11)
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FI（ファイルインデックス）

◼日本国特許庁内の検索データベースに用いている分類

◼原則として最新版IPCを分冊識別記号と展開記号とを用いて

細展開（一部旧版IPCをベース）

◼約19万項目

FI記号の表記形式       例示

IPC記号          A21D 2/04

IPC+展開記号        B32B 5/18  101

IPC+分冊識別記号       B01D 51/06    A

IPC+展開記号+分冊識別記号    C04B 38/00  301 A
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例：
A01C 11/00 移植機械
A01C 11/02     ・苗用のもの

301 ・・畑作用のもの
A ハンディタイプ
B    苗供給部の特徴
C ・ロータリー型苗保持筒集合体
…
Z その他のもの

FIの階層構造

◼展開記号もグループと同様の階層を表すドットあり

◼分冊識別記号間でも階層構造が採用

◼分冊識別記号の階層構造のドットはIPCや展開記号とは

独立して分冊識別記号内の階層を表す
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IPC・FIの関係

◼IPC

◼FI G06F

3/16

・・・
G06F

3/16

G06F

3/00

H99Z

99/00

A01B

1/00 ・・・

・・・
G06F

3/00@Z

G06F

3/16, 690

G06F

3/00@A
・・・ ・・・・・・

G06F

3/16,400

31

・・・

特許庁



FI改正情報

32特許庁

FI改正情報は特許庁HPから参照可能
ホーム＞制度・手続＞特許＞制度概要＞特許分類に関する情報

＞日本の特許分類（FI・Fターム）について＞FI改正情報



ファセット分類記号（１）

◼IPC分類表の所定の範囲にわたり、

IPCの分類展開とは異なる観点で展開された記号（３つの英文字で表記）

◼階層を示すドット

◼IPCの完全記号と併記

B65D 物品または材料の貯蔵または輸送用の容器，・・・
；付属品，閉鎖具，または閉鎖具のための付属品
；包装要素；包装体ファセット分類記号

適用範囲 1/00-85/90
    BRA  リデュース

BRD  リユース
BRF ・リターナブル（再利用）

    BRG  ・詰替え
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ファセット分類記号（２）

◼通常のファセット分類記号
◼左端の英文字が該当するセクションと同じ記号

◼適用範囲はセクションに限定される

◼広域ファセット分類記号
◼左端の文字がZ

◼ IPCの複数のセクションが適用範囲
◼例 ZHV（ハイブリッド自動車） 全セクションが適用範囲
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Fターム（File Forming Term）

◼ 文献量の著しい増大

◼ 技術の複合化、融合化、製品の多様化

◼ FIは単一の技術的観点を中心に展開

◼ 分野によってはFIのみでは技術の区分けが粗い

◼ Fタームの開発

◼ 所定の技術範囲ごとに種々の技術観点から細区分

◼ 複数のFタームの論理積により文献数を絞り込み
（技術分野に応じて数十～数百件程度）

→先行技術文献調査の迅速化
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IPC・FI・Fタームの関係

観点１
AA01,AA02,‥‥

観点３
CC01,CC02,‥‥

FI（主に単観点検索） Fターム（多観点検索）

テーマ

観点２
BB01,BB02,‥‥

IPC
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テーマとは

テーマ・・・FIで定められる一定の技術範囲（FIカバー範囲）

ごとに区分された各技術範囲のこと

英数字5桁のコードで表示

例: FIカバー範囲

テーマ名

テーマコード

：G10G1/00-7/02,100

：音楽補助具

：5D182 
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テーマの種類

全技術分野を約2,600のテーマで区分し

このうち約1,600テーマについて「Fターム」を作成

Fタームテーマ・・・Fタームリストが存在するテーマ
約1,600テーマ

FIテーマ・・・Fタームリストが存在しないテーマ
約1,000テーマ
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Fターム

Fタームの表記形式 ※テーマコードは別途表示されることが多い

「テーマコード（英数字）５桁」＋「観点（英字）２桁」＋「数字２桁」

例） ３Ｂ１２０ ＡＤ ０４

↑ ↑ ↑

テーマコード 観点 数字

観点・・・その下に展開される複数のFタームを取りまとめる概念
例）「目的」、「機能」、「構造」、「材料」、「用途」、「製造方法」
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Fタームの実例

テーマコード：5D182 
（テーマ名：音楽補助具）
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Fターム
テーマコード

公開時に付与
されたFターム

公開公報のフロントページ又は最終ページに記載

公開公報上でのテーマコードおよびFタームの表示
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Fタームの解析要否

どのような文献にFタームが付与されるのか？

個別のFIごとにFタームでの解析を行うかどうかが設定されている

→ 「解析要否」

Fターム付与の手順

①FIが付与される → 「テーマ」が決定

②FIの解析要否が「要」 … 該当テーマのFタームが付与

FIの解析要否が「否」 … Fタームは付与されない
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Fタームの解析要否

部分Ｆテーマ・・・「Fタームテーマ」のうち、FIカバー範囲中に

解析「要」と「否」のFIが混在するテーマ

例）２Ｄ１３４ FIカバー範囲 Ａ４７Ｋ７／００－７／０８

Ａ４７Ｋ７/００ Ａ ・・・解析要否「要」

Ａ４７Ｋ７/００ Ｄ ・・・解析要否「否」

Ａ４７Ｋ７/００ １０１・・・解析要否「要」

Ａ４７Ｋ７/００ １０３・・・解析要否「否」

同一テーマ
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解析要否のPMGS上の表示

それぞれの観点にて、
FI適用範囲に記載されたFIが「解析要」のFI
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解析年範囲

◼ Fタームは、原則過去のすべての文献を解析する

◼解析年範囲が設定されているテーマにおいては、
Fターム解析される文献の年範囲が限られている

◼解析開始年

➢それ以降の公知日を有する文献にFタームを付与

◼解析終了年

➢Fターム解析を終了した時点の目安
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Fタームメンテナンス

◼ Fタームリストを作成し直す

◼テーマの統合や分割

◼ FIテーマにおいてFタームリストを新たに作成

→技術の進展や蓄積文献数の増加に対応

◼再解析

◼ Fタームリストを作成し直した際や、新たに作成した際に、
過去に発行された公報にFタームを付与し直す作業

◼再解析期間中は新旧両方のFタームを利用
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特許庁HP上の
「テーマコード一覧情報（テーマ
コード表）」で参照可能。

解析年範囲・Fタームメンテナンス

Fタームメンテ
ナンス情報

解析年
範囲

再解析
情報
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5.(1) FI、Fタームの照会

特許情報プラットフォーム（J-PlatPat）のパテントマップガイダンス（PMGS）を利用することで、
検索に利用するFI、Fタームを調べることができる

①J-PlatPat（https://www.j-platpat.inpit.go.jp/）にアクセスする
②ページ上部のタブ「特許・実用新案」の上にマウスカーソルを重ね、
追加表示されたメニューのうち「特許・実用新案分類照会（PMGS）」をクリックする
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検索に使うインデックスが既に分かっている場合のFI、Fターム照会

PMGSの「FI照会」、「Fターム照会」機能を使用することで、
それぞれ照会することが可能
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検索に使うインデックスが分からない場合のFI、Fターム照会

PMGSの「キーワード検索」機能を用いて、
検索に有用なFI、Fタームを調べることが可能
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5.(2) FIの照会例

【発明の名称】
電子メール送信装置

【特許請求の範囲】
電子メールアドレスを入力するアドレス入力手段と、入力され
た電子メールアドレスを表示する表示手段と、過去に電子メー
ルを送信したアドレスの履歴データを記憶する記憶手段とを有
する電子メール送信装置において、前記アドレス入力手段にお
いて電子メールアドレスの一部が入力されたとき、前記記憶手
段に記憶されている履歴データを検索し、前記電子メールアド
レスの一部が含まれる履歴データを、表示手段に表示すること
を特徴とした電子メール送信装置。

【目的】
電子メールアドレスの入力を省力化する。
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5.(2) FIの照会例

「キーワード検索」機能を用いて、「電子メール」に関連するFIを検索する

55特許庁



5.(2) FIの照会例

この結果は「電子メール」という語そのものが入っている分類しか
ヒットしていないため、下位にもっと適切な分類がある可能性有り。

そこで、FI照会で下位の分類も含めて表示させる

H04L51/00
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5.(2) FIの照会例

先ほどのFIよりも適切な「H04L51/48 メッセージのアドレッシング，
例．アドレスのフォーマットまたは匿名のメッセージ，別名」という
FIを見つけることができた
→ 特許分類検索で「 H04L51/48 」と入力して検索する
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5.(3) 特許分類検索による検索方法（FI、Fターム共通）

①J-PlatPatのメニューの「特許・実用新案」上にマウスカーソルを重ね、
追加表示されたメニューのうち「特許・実用新案検索」をクリックする。
「特許・実用新案検索」画面上方のタブにより、
「選択入力」と「論理式入力」の２つの入力方法を選択できる
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5.(3) 特許分類検索による検索方法（FI、Fターム共通）

「選択入力」を選択した場合

②「種別」の「国内」において検索対象とする資料種別を選択する
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5.(3) 特許分類検索による検索方法（FI、Fターム共通）

③「検索項目」において「FI」又は「Fターム」を選択し、「検索キーワード」を入力
検索をクリック。

④指定した検索条件によってヒットした文献数が表示される
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5.(3) 特許分類検索による検索方法（FI、Fターム共通）

「論理式入力」を選択した場合

②「種別」の「国内」において検索対象とする資料種別を選択する（選択入力と同様）

③「論理式」に、FIやFタームを用いた論理式を入力して、「検索」をクリック

④指定した検索条件によってヒットした文献数が表示される（選択入力と同様）
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5.(4) FIを利用した検索例

どのようなFIを用いて検索を行えばよいのか？

骨の先端にLEDランプをつけて、
夜間の安全性を高めた傘
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5.(4) FIを利用した検索例

（１）PMGSで、“傘”の「FI」もしくは「Fターム」を特定
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5.(4) FIを利用した検索例

（２）FIは「A45B」付近で、Fタームのテーマコードは「3B104」
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5.(4) FIを利用した検索例

（３）PMGSでA45Bのメイングループを照会

A45B
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5.(4) FIを利用した検索例

（４）PMGSでA45Bのメイングループを照会
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5.(4) FIを利用した検索例

（５）関連するFIとして「照明装置」という観点から、A45B3/04@Cを発見
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5.(4) FIを利用した検索例

（６）さらに、関連するFIとして「傘の露先」という観点から、A45B25/10を発見
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5.(4) FIを利用した検索例

（７）「A45B3/04@C」と「A45B25/10」で検索

「論理式入力」を選択した場合の入力例

「選択入力」を選択した場合の入力例はp.62参照。

A45B3/04@C*A45B25/10
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5.(4) FIを利用した検索例

（８）ヒット件数は3件
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5.(4) FIを利用した検索例

（９）類似の公報発見！

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
傘の骨の先端に発光ダイオード１を取り付けたもので、
スイッチ３とその電源および制御装置４を
柄の握り部分２に組み込んで、
発光ダイオード１を点灯点滅出来るようにした安全傘。
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5.(5) Fタームを利用した検索例

Fタームを用いた場合はどのような検索式となるか？

骨の先端にLEDランプをつけて、
夜間の安全性を高めた傘
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5.(5) Fタームを利用した検索例

（１）Fタームのテーマコードは「3B104」
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5.(5) Fタームを利用した検索例

（２）適切なFタームは「AA08」と「BC03」

AA08
露先

BC03
LED（発光ダイオード）
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5.(5) Fタームを利用した検索例

（３）特許分類検索により、「AA08」と「BC03」を用いて検索

「論理式入力」を選択した場合の入力例

3B104AA08*3B104BC03

「選択入力」を選択した場合の入力例はp.62参照。 78特許庁



5.(5) Fタームを利用した検索例

（４）ヒット件数は50件
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5.(5) Fタームを利用した検索例

（５）類似の公報発見！

【特許請求の範囲】
【請求項１】
傘の先（露先）がアクリル樹脂でＬＥＤ付ブラケット型
図４になり、暗くなると灯（ＬＥＤ）が点灯・点滅する。
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FIとFタームを併用すれば、より網羅的な検索が可能に

「論理式入力」を選択した場合の入力例

[A45B3/04@C+3B104BC03]*[A45B25/10+3B104AA08]

本例の場合、「選択入力」では検索できない特許庁

5.(6) FIとFタームを併用する検索例１

82



5.(6) FIとFタームを併用する検索例１

ヒット件数は91件

Fタームのみを用いた検索では
ヒットしなかった公報

FIのみを用いた検索では
ヒットしなかった公報
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（番外）テキストサーチのみで検索すると・・・

「雨具」や「ランプ」、
「光電素子」が用いられ
ている文献は漏れる
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（番外）テキストサーチのみで検索すると・・・

傘と関係がなさそうな文献も
多数含まれている
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5.(7) FIとFタームを併用する検索例２

どのようなFI、Fタームが検索に有用か？

特許庁

いびきを防止するための振動を発生する三角柱型の枕
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5.(7) FIとFタームを併用する検索例２

（１）PMGSで、“枕”の「FI」又は「Fターム」を特定
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5.(7) FIとFタームを併用する検索例２

（２）FIは「A47G」付近で、Fタームのテーマコードは「3B102」
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5.(7) FIとFタームを併用する検索例２

（３）PMGSでA47Gのメイングループを検索後、「A47G9/10@U」を発見

特許庁 90



5.(7) FIとFタームを併用する検索例２

（４）さらに、適切なFタームは「AA06」

AA06
三角柱型
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5.(7) FIとFタームを併用する検索例２

（５）特許分類検索により、「A47G9/10@U」、「3B102AA06」で検索

「論理式入力」を選択した場合の入力例

特許庁

A47G9/10@U*3B102AA06
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5.(7) FIとFタームを併用する検索例２

（６）ヒット件数は9件
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5.(7) FIとFタームを併用する検索例２

（７）類似の公報発見！
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5.(8) 検索式の作成例 ～特許請求の範囲を分節して検索式を立てる～

特許庁

ブリッジ

表板

サドル
板材

板材

サドル

表板 ブリッジ

【発明の名称】
楽器及びギター

【特許請求の範囲】
板材の少なくとも一方の面に、
前記板材の曲げ剛性の異方性が変化するように複数の溝部を並べて形成した楽器用振動板を備える、
弦を備えるギターであり、
前記溝部が、前記弦の長手方向に延びているギター。

【目的】
良好な音響特性を有する楽器用振動板を容易かつ安価に得られるようにする。

96



5.(8) 検索式の作成例 ～特許請求の範囲を分節して検索式を立てる～

特許請求の範囲の構成要件を分割

特許庁

a) 板材の少なくとも一方の面に、
b) 前記板材の曲げ剛性の異方性が変化するように複数の溝部を並べて形成した楽器用振動板を備える、
c) 弦を備えるギターであり、
d) 前記溝部が、前記弦の長手方向に延びているギター。

【特許請求の範囲】
板材の少なくとも一方の面に、
前記板材の曲げ剛性の異方性が変化するように複数の溝部を並べて形成した楽器用振動板を備える、
弦を備えるギターであり、
前記溝部が、前記弦の長手方向に延びているギター。
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5.(8) 検索式の作成例 ～特許請求の範囲を分節して検索式を立てる～

Fタームの探し方…PMGSの活用

5D002 弦楽器

ギター
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5D002「弦楽器」のFタームリスト

特許庁

AA04：ギター

CC02：表板，表の皮
あるいは
CC03：裏板，裏の皮
あるいは
CC04：側板

c）弦を備えるギターであり

a）板材の少なくとも一方の面に

b）・・・複数の溝部を並べて形成した楽器用振動板

CC13：凹凸，刻み目，穿孔のあるもの
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5.(8) 検索式の作成例 ～特許請求の範囲を分節して検索式を立てる～

検索式の立て方

発明の主要部（見つけたい構成）に対応するFタームを残しつつ、
他タームを検索式から外していき、サーチ範囲を拡大する

例）

①ＣＣ１３＊ＡＡ０４＊（ＣＣ０２＋ＣＣ０３＋ＣＣ０４）

 →検索対象と最も近い先行技術が発見される可能性が高い

②ＣＣ１３＊ （ＣＣ０２＋ＣＣ０３＋ＣＣ０４）

③ＣＣ１３＊ＡＡ０４

・

・

特許庁

主要部（「溝」の構成を見つけたいとする）
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5.(9) （参考）CPCを用いた検索例

CPCを用いてどのように検索するか？

容器本体を倒立した状態に支持する蓋を有するビン

特許庁 102



5.(9) （参考）CPCを用いた検索例

（１）PMGSで、FIハンドブックを対象として、“容器”及び”支持”でキーワード検索

特許庁 103



5.(9) （参考）CPCを用いた検索例

（１）PMGSで、FIハンドブックを対象として、“容器”及び”支持”でキーワード検索

特許庁 104



5.(9) （参考）CPCを用いた検索例

上位下位のFIを含めて検討

関連FIとして、B65D51/24,400を使用することとする
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5.(9) （参考）CPCを用いた検索例

（２）関連FIを分類対照ツールに入力し、当該FIに対応して表示されるCPCを参照し、
使用可能な分類項目がないかを検討

B65D51/24,400
B65D51/249 

the closure being specifically formed for supporting the container

分類対照ツールは以下からご利用ください

https://www.jpo.go.jp/cgi/cgi-bin/search-portal/narabe_tool/narabe_con.cgi

※「分類対照ツール」でウェブ検索いただいてもご利用になれます
特許庁

IPCを表示 FIを表示 CPCを表示
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5.(9) （参考）CPCを用いた検索例

分類対照ツールにてCPCを直接キーワード検索することも可能

（ただし、CPCの和訳は欠落している部分がありますのでご注意ください）
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5.(9) （参考）CPCを用いた検索例

（3）探した関連CPCを用いて検索を行う

検索対象とする文献種別を選択

英文によるテキスト検索を併用する場合には、「テキスト検索対象」で「英文」を選択
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5.(9) （参考）CPCを用いた検索例

（3）探した関連CPCを用いて検索を行う

特許分類検索により、「B65D51/249」を用いて検索
「論理式入力」を選択した場合の入力例

特許庁 「選択入力」を選択した場合の入力例はp.60-61参照 109

CPCを検索するためには、分類記号に
「/CP」の構造タグを付す必要がある



5.(9) （参考）CPCを用いた検索例

（3）探した関連CPCを用いて検索を行う

ヒット件数は878件（公知日/発行日：～2024/12/31）
文献番号をクリックすると、各公報の内容を確認することができる

特許庁 110
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6. APPENDIX 分類箇所を選択するためのルール

◼一般ルール

◼優先ルール

ファーストプレイス優先ルール

ラストプレイス優先ルール

◼特別ルール

特許庁 112



一般ルール

◼より複雑な事項に関するグループが、あまり複雑でないグループに優先

※優先ルールや特別ルールが特定されていない、IPCのすべての分野に適用
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ファーストプレイス優先ルール

◼同一階層レベルで発明の技術主題の何れかの部分を包含している

最初のグループを特定する

◼最も階層が深くかつ適切な分類（サブグループ）を選択するまで、

繰り返すことにより分類

例）

F23B 固体燃料燃焼方法または装置（室温では固体であるが
溶解した状態で燃焼する燃料の燃焼のためのもの ・・

注

(1)このサブクラスでは，ファーストプレイス優先ルールが

適用される。即ち各階層レベルにおいて，最初の適切な

箇所に分類する。
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ラストプレイス優先ルール

◼同一階層レベルで発明の技術主題の何れかの部分を包含している

最後のグループを順次特定する

◼最も階層が深くかつ適切な分類（サブグループ）を選択するまで、

繰り返すことにより分類

例）
C07C 非環式化合物または炭素環式化合物

注
(5)このサブクラスにおいては，相反する指示がない限り，

プロセスはこのサブクラス内の最後の適切な箇所に分
類する。
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特別ルール

◼一般ルール、ファーストプレイス優先ルール及び

ラストプレイス優先ルールに優先

◼適用される場合は常に関連した箇所にある注で明示

例）主成分規則

C08L 高分子化合物の組成物

注

(2) このサブクラスにおいては；

(a) 組成物は高分子成分のみの重量割合に応じて分類される；

(b)  組成物は最も高い割合で存在する１つ以上の

高分子成分に従って分類される ；

もしこれら全ての成分が同じ割合で存在するならば、その

組成物はこれらの成分の各々に従って分類される。
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ありがとうございました
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